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【手続補正書】
【提出日】平成24年1月12日(2012.1.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｗ／Ｏ／Ｗエマルション法を用いた、ナノスフェアの製造方法であって、
　親水性物質を溶解した水系溶媒と、両親媒性ポリマーを溶解した水非混和性有機溶媒と
、疎水性ポリマーを溶解した水非混和性有機溶媒とを混合し、１次溶液を生成する１次溶
液生成ステップと、
　前記１次溶液に超音波を照射して１次エマルションを生成する１次エマルション生成ス
テップと、
　前記１次エマルションに、親水性ポリマーを溶解した水系溶媒を添加し、２次溶液を生
成する２次溶液生成ステップと、
　前記２次溶液に超音波を照射して２次エマルションを生成する２次エマルション生成ス
テップと、
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を含み、ただし、
　前記ナノスフェアは親水性物質を内包し、
　前記両親媒性ポリマーは、親水性セグメントと疎水性セグメントとで構成される共重合
体であり、
　前記親水性セグメントは、電荷を有するアミノ酸を３個以上有するポリペプチド、数平
均分子量５００～１０００００であるポリエチレングリコール、および、多糖、の群から
選択される１または複数を含み、
　前記疎水性セグメントは、生分解性ポリエステルを含み、
　前記アミノ酸は、正電荷を有するアミノ酸であるリジン、アルギニンおよびヒスチジン
の群および負電荷を有するアミノ酸であるアスパラギン酸およびグルタミン酸の群から選
択される１または複数のアミノ酸であり、
　前記多糖は、ヒアルロン酸、アミロース、プルラン、コンドロイチン、コンドロイチン
硫酸、デキストラン、デキストラン硫酸、デルマタン硫酸、ケラタン硫酸、ヘパラン硫酸
、キチン、キトサン、および、βグルカン、の群から選択される１または複数であり、
　前記生分解性ポリエステルの構成単位は、乳酸、グリコール酸、および、アミノ酸、の
群から選択される１または複数である、
方法。
【請求項２】
　Ｏ／Ｗエマルション法を用いた、ナノスフェアの製造方法であって、
　疎水性物質を溶解した水非混和性有機溶媒と、両親媒性ポリマーを溶解した水非混和性
有機溶媒と、疎水性ポリマーを溶解した水非混和性有機溶媒とを混合し、１次溶液を生成
する１次溶液生成ステップと、
　前記１次溶液に、親水性ポリマーを溶解した水系溶媒を添加し、２次溶液を生成する２
次溶液生成ステップと、
　前記２次溶液に超音波を照射してエマルションを生成するエマルション生成ステップと
、
を含み、ただし、
　前記ナノスフェアは疎水性物質を内包し、
　前記両親媒性ポリマーは、親水性セグメントと疎水性セグメントとで構成される共重合
体であり、
　前記親水性セグメントは、電荷を有するアミノ酸を３個以上有するポリペプチド、数平
均分子量５００～１０００００であるポリエチレングリコール、および、多糖、の群から
選択される１または複数を含み、
　前記疎水性セグメントは、生分解性ポリエステルを含み、
　前記アミノ酸は、正電荷を有するアミノ酸であるリジン、アルギニンおよびヒスチジン
の群および負電荷を有するアミノ酸であるアスパラギン酸およびグルタミン酸の群から選
択される１または複数のアミノ酸であり、
　前記多糖は、ヒアルロン酸、アミロース、プルラン、コンドロイチン、コンドロイチン
硫酸、デキストラン、デキストラン硫酸、デルマタン硫酸、ケラタン硫酸、ヘパラン硫酸
、キチン、キトサン、および、βグルカン、の群から選択される１または複数であり、
　前記生分解性ポリエステルの構成単位は、乳酸、グリコール酸、および、アミノ酸、の
群から選択される１または複数である、
方法。
【請求項３】
　Ｗ／Ｏ／Ｗエマルション法を用いた、ナノスフェアの製造方法であって、
　親水性物質を溶解した水系溶媒と、疎水性物質を溶解した水非混和性有機溶媒と、両親
媒性ポリマーを溶解した水非混和性有機溶媒と、疎水性ポリマーを溶解した水非混和性有
機溶媒とを混合し、１次溶液を生成する１次溶液生成ステップと、
　前記１次溶液に超音波を照射して１次エマルションを生成する１次エマルション生成ス
テップと、
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　前記１次エマルションに、親水性ポリマーを溶解した水系溶媒を添加し、２次溶液を生
成する２次溶液生成ステップと、
　前記２次溶液に超音波を照射して２次エマルションを生成する２次エマルション生成ス
テップと、
を含み、ただし、
　前記ナノスフェアは親水性物質および疎水性物質を内包し、
　前記両親媒性ポリマーは、親水性セグメントと疎水性セグメントとで構成される共重合
体であり、
　前記親水性セグメントは、電荷を有するアミノ酸を３個以上有するポリペプチド、数平
均分子量５００～１０００００であるポリエチレングリコール、および、多糖、の群から
選択される１または複数を含み、
　前記疎水性セグメントは、生分解性ポリエステルを含み、
　前記アミノ酸は、正電荷を有するアミノ酸であるリジン、アルギニンおよびヒスチジン
の群および負電荷を有するアミノ酸であるアスパラギン酸およびグルタミン酸の群から選
択される１または複数のアミノ酸であり、
　前記多糖は、ヒアルロン酸、アミロース、プルラン、コンドロイチン、コンドロイチン
硫酸、デキストラン、デキストラン硫酸、デルマタン硫酸、ケラタン硫酸、ヘパラン硫酸
、キチン、キトサン、および、βグルカン、の群から選択される１または複数であり、
　前記生分解性ポリエステルの構成単位は、乳酸、グリコール酸、および、アミノ酸、の
群から選択される１または複数である、
方法。
【請求項４】
　前記両親媒性ポリマーにおける前記多糖の含有量が１～５０質量％である請求項１から
３のいずれかに記載の方法。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか１項に記載の方法を用いて製造されたナノスフェア。
【請求項６】
　前記親水性物質もしくは疎水性物質のいずれか一方または両方として、ステビア発酵エ
キスまたはスフィンゴミエリンを内包する請求項５に記載のナノスフェア。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれか１項に記載の方法を用いて製造されたナノスフェアを含有す
る皮膚外用組成物。
【請求項８】
　前記親水性物質もしくは疎水性物質のいずれか一方または両方として、ステビア発酵エ
キスまたはスフィンゴミエリンを含有する請求項７に記載の皮膚外用組成物。
【請求項９】
　請求項１から８のいずれか１項に記載の方法を用いて製造されたナノスフェアを含有す
る化粧料。
【請求項１０】
　前記親水性物質もしくは疎水性物質のいずれか一方または両方として、ステビア発酵エ
キスまたはスフィンゴミエリンを含有する請求項９に記載の化粧料。
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